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可読性を配慮した
企業開情報の公開

ベネシュ ニコラス 2022年11月17日

代表理事

info@bdti.or.jp

「ESG情報開示研究会」へのスピーチ （プレゼン資料）

mailto:info@bdti.or.jp


公益社団法人会社役員育成機構(BDTI)のご紹介

 ２００９年に学界・経済界などのオピニオン・リーダーや専門家がコーポ
レート・ガバナンスの向上を目的に設立

 ２０１１年に公益認定を受けた事業：

 「コーポレート・ガバナンスに関する専門的知識の普及、及び人材育成を推進する事
業」 役員、執行役員、管理職向けの研修

 「コーポレート・ガバナンスに関する調査研究及び一般市民啓蒙に資する事業」
主にＣＧ及びＣＧプラクティスについての情報発信

 2020 年初に「収益事業」として認定を受けた事業
（利益が上がれば、上記の「公益事業」を支えるために使わなければならない）

 企業情報等及びその分析結果、並びにそれらの利用についてのアドバイス及びソフ
トウェア等を提供する事業

 代表理事
 大杉謙一 （中央大学法科大学院 教授、経済産業省のCGS研究会の委員）

 ニコラス・ベネシュ （金融庁主導の「コーポレートガバナンス・コード」制定の提案者。過去に
J.P.モルガンにて11年間勤務し投資銀行業務に従事、金融庁主宰コーポレートガバナンス連
絡会議委員、日本企業4社の社外取締役等の経験を有する。）
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日本経済の健全な発展のための人材育成と情報発信・提供

info@bdti.or.jp
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ＥＳＧの主軸・大黒柱は「Ｇ」。
G（ボード）の質はは最終的にESGの質を決める。
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2023年1月26日
社外取塾

2023年２月2日
ガバナンス塾

2023年１月23日
Director Boot Camp

クリックして
BDTIのHPへ

info@bdti.or.jp

https://bdti.or.jp/director-training/course/advanced-course/
https://bdti.or.jp/director-training/course/regular-programs/
https://bdti.or.jp/en/director-training/regular-programs/
https://bdti.or.jp/
mailto:info@bdti.or.jp
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コーポレート・ガバナンスの
向上を支援したい！



集合研修 個別企業研修 e-ラーニング セミナー （ウェビナー）

2021年度 実施回数

今年度BDTIが開催したウェビナ

ーは高いリピート率！終了後の
アンケート結果によると毎回『大
変参考になった』は85%以上！

さまざまな企業の役員が参加
するオープン形式の集合研修
は一流大学教授、第一線で活
躍する弁護士、社外取締役多
数経験者など一流講師陣から
直接取締役や監査役（役員）に
必要な基本的知識を学べる取
締役・執行役員研修です。すべ
て少人数でインタラクティブに
進行します。ケーススタディも多
く講師の実体験を交えた実践
的内容となります。

カスタマイズ可能な個別企業
研修も実施しています。本社・
持ち株会社・子会社も受講でき
豊富な企業事例を参考にしな
がら自社の問題に着目てきる
ため、非常に人気です。

「ガバナンス塾」には e-ラーニ
ング「会社法」「金商法」「コーポ
レート・ガバナンス」（2コース）
が6ヶ月つきます。専門家が監
修した『役員力』の基礎をストー
リー仕立てで分り易く学べる。予
習や復習に利用でき、知識を補
うために使われています。e-ラ
ーニングのみの受講も可能です
。法人向け『無制限パッケージ』
は廉価で研修対象者を大幅に
拡大することもできます。

セミナーではコーポレートガバ
ナンスを軸に多彩な講師を招き
テーマについて多様な角度か
ら考えます。パネル・ディスカッ
ション、質疑応答を重視し、テー
マを掘り下げます。最近の例：

「協働的エンゲージメント」はイギリスで

は活発なのに、なぜ日本では殆どな

いのか？

実効的対話の本質と形態

「ESG経営」をどう「開示」するべきか？

「会社支配権争いと株主利益の毀損」

集合研修 個別企業研修 セミナー

※コロナ感染症が流行し、いち早くWeb
形式を採用しましたが少人数・ディスカ
ッション形式は崩さず、対面型と変わら
ない温度で活発な議論がなされていま
す。チャット・ブレイクアウトルーム・投票
機能も使い、参加者同士の対話や気づ
きの共有を実現しています。
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受講者累計 (e-learning含む)
BDTIの研修実績

啓蒙活動

14回７回２5回

eラーニング
受講者数
(企業の無制限
パッケージ含む）

3,338人

人
数

(オープン形式)
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https://bdti.or.jp/director-training/course/
https://bdti.or.jp/director-training/order-made-training/
https://bdti.or.jp/e-learning/
https://bdti.or.jp/director-training/seminars/


BDTIの集合研修
ガバナンス塾(2/2、2/16、3/16) 社外取塾(1/26、3/9)

対象者
主に執行役員、ガバナンス担当者、（社内外問わず）

新任取締役が対象
「ガバナンス塾」に相当する基礎知識を持っている

社外取締役・監査役が対象。しかし社内の方にも有益な
内容ですので受講をお勧めします。

内容

役員の基礎知識を学ぶものであり、「会社とは何ぞ」をは
じめ、コーポレートガバナンスの運営上の最重要課題、取
締役の責務や持つべき視点、取締役会に関わる会社法
のルール、財務諸表の読み方、金商法を網羅します。
各分野の専門家が講師を務め、講義とディスカッションを
組み合わせたインタラクティブな研修となっています。
事前配布資料中のケーススタディを読んで、塾当日は積
極的にディスカッション参加することで、より高い習熟度が
得られるはずです。参加者の納得感を醸成し、行動に生
かせる「腑に落ちた」知識取得が目的です。

「ガバナンス塾」を履修したうえで、社外役員（取締役・監査役）
として責任を果たすために、もっと具体的かつ詳細にガバナンスの実
践を学びたい方を対象にしたコースです。
社外取締役として豊富な経験を積んだ複数の方から、貴重なアド
バイス、参考となる「寄稿文」をいただきました。これらの寄稿文を読
みつつ、塾当日は講師二人と又は参加者同士で、質問し合い意
見交換することで、バックグラウンドの違いを活かし、複合的な視点
を得て、実務で役立つ気づきが得られるコースです。グループディス
カッションが多用され、言うべきことを言うべきタイミングで言う「役員
力」養成に最適です。

『短時間で濃厚かつ効率的な内容のセミナーは他にはないように思う。』

＋

『具体的な事例を基に考え方を明示して頂けたことで役員としてあるべき姿や責務について
理解が深まった。』
『(講師)自らの経験も踏まえ説得力のあるお話で大変参考になった。 』

受講者の声（ガバナンス塾）

『 今回の研修を通して実感できた視点を織り交ぜながら 改めて 常日頃の行動や思考を
自己分析することが出来た。 』

『寄稿者・専門家からの寄稿文やプレゼンテーション資料が充実しており、勉強になりました。』

『1日研修と感じさせないくらいあっと言う間で、市川先生のファシリテーションが素晴らしかったで
す。ベネシュさんからはキレのあるコメント、率直に叱咤激励を頂いたことで身が引き締まり、参加
して本当に良かったです。』

受講者の声（社外取塾）

セ
ッ
ト
受
講
が
効
果
的

https://bdti.or.jp/director-training/course/
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e-ラーニング 価格改定！

デモを体験（クリックするとデモが見れます）

BDTI e-ラーニングの特徴
 一流講師陣によるわかりやすい動画解説
 学びたい科目を選んで受講可能
 低価格
 企業向け受講人数無制限の「無制限パッケ

ージ」は定額制で受け放題
 ユーザーの進捗度合も確認可能
 タブレット端末でも聴可どこでも学習可能

「会社法」「金商法」「コーポレート・ガバナンス (基礎・実践編)

e-ラーニング詳細、お申込みは：https://bdti.or.jp/e-learning/

改定前 改定後

1コース￥15,000(税込) → ￥12,000（税込）
4コース￥60,000(税込) → ￥40,000（税込）

※4コース（会社法・金商法・コーポレートガバナンス
基礎編＆実践編）まとめて購入すると8,000円お得！

企業には定額パッケージ（30万円）がお得。

何名でも同時学習者登録が可能です。子会
社とも共有可能。大勢の方に効率よく勉強が
でき、管理職・経営層の社内研修に最適！

https://www.youtube.com/watch?v=OYfqSN_QY7o
https://www.youtube.com/watch?v=56iaJG8Oi4s
https://bdti.or.jp/e-learning/


検討中の新しい研修プログラム構想

1. 事例のケーススタディ一をベースにロールプレー
（他流試合）

2. 取締役・執行役員向けのプライベートファイナンス研修
（主には、個別企業向け）

目的：

 新規事業参入、既存事業からの撤退や売却、自社株買い、買収提案、アクテ

ィビストからの株主提案などの取締役会議案に対応できる最新の知識を磨き

直します。

 自社や協業他社を分析するなど、財務三表と株価評価の学び直しをプライベ

ート空間で受講者に合った実例を使って実施します

9info@bdti.or.jp
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BDTI 理事会メンバー

代表理事 ニコラス ベネシュ

株式会社アドバンテスト 社外取締役

代表理事 大杉 謙一

中央大学法科大学院 教授

経済産業省コーポレート・ガバナンス・システム研究会委員

理事 平野 英治

元年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）経営委員長

メットライフ生命保険株式会社 取締役 副会長

株式会社リケン 社外取締役

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 社外取締役

公益社団法人経済同友会 幹事

理事 井上 雄二

元リコーリース株式会社代表取締役社長執行役員
協和発酵キリン株式会社社外監査役

理事 田辺 克彦

田辺総合法律事務所 代表パートナー

アズビル株式会社 社外取締役

株式会社JSP 社外監査役

株式会社加藤組 監査役
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理事 北後 健一郎
企業年金連合会 年金運用部
コーポレートガバナンス担当部長
ヘッジファンド投資担当部長

理事 平泉 信之
鹿島建設株式会社 取締役
一般財団法人鹿島平和研究所 代表理事（会長）
株式会社アバンアソシエイツ 顧問

理事 上田 昌孝
日本マクドナルドホールディングス株式会社 社外取締役
株式会社東日本銀行 社外取締役

理事 市川 佐知子
田辺総合法律事務所 パートナー弁護士
東京エレクトロン株式会社 社外取締役
オリンパス株式会社 社外取締役

理事 ダイゾウ・モトヨシ
オリンパス株式会社 シニア・バイス・プレジデント チーフ・インターナル・
オーディット・オフィサー
オリンパス テルモ バイオマテリアル株式会社 監査役

監事 穆 琮蓉
株式会社ジーエヌアイグループ コーポレート・ファイナンス・ディレクター

info@bdti.or.jp

mailto:info@bdti.or.jp


BDTIの活動支援者の紹介（一部）
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BDTIは 「一人一人の役員力と健全な組織体制の強化を支援し日本経済の成長に寄与すること」を

使命として2009年に設立されました。BDTIの活動は、健全なガバナンスを望む皆様の温かい寄付

に支えられております。非営利団体の公益法人としたのはまさに“company with a purpose”とし

て日本の機関投資家にとってサポートしやすい体制になると思ったからです。

ESGに「Ｇ」が不可欠な中、日本の機関投資家の支援がまだまだ足りません。

info@bdti.or.jp

日本の機関投資家
支援者

みさき投資株式会社

海外の機関投資家支援者

アバディーン・スタンダード (abrdn)
アフラック生命保険株式会社

アセット・バリュー・インベスターズ
ベイリー・ギフォード・アンド・カンパニー

インディペンデント・フランチャイズ・パートナーズLLP
オアシス・マネジメント

スイス・リー・インターナショナル
コーンウォール・キャピタル

GMO
ひびき・パース・アドバイザーズ

フィデリティ・マネジメント・アンド・リサーチ・ジャパン
フランクリン・テンプルトン

プルデンシャル・ホールディング・オブ・ジャパン
など

日本の大手機関投
資家支援者

ない

mailto:info@bdti.or.jp


BDTIの活動をご寄付でご支援ください
役員研修の重要性とニーズは年々増えていますが、いまだに多くの日本企業は充実したトレーニングを実施していません。また、
「役員研修」の発想自体が新しいので、そのための予算をたてていない会社が多く、海外の研修機関と比べて低価格で提供さ
れていないと受講する企業数は増えません。公益認定を受けているBDTIが今後も低価格で、更に充実した内容のプログラム
を多くの会社に普及させるためには寄付金が必要です。お寄せいただいた寄付金はESGの大黒柱であるコーポレート・ガバナン
ス強化のための様々な活動に使われます。是非ご支援をお寄せくださいますよう願い申し上げます。

『主なご寄付方法』

お振込先銀行 三菱UFJ銀行 用賀出張所
口座番号 普通 ００１３５９３
口座名義 公益社団法人 会社役員育成機構（カ
タカナ表記：シャダンホウジン カイシャヤクインイクセイ
キコウ、または、ヤクインイクセイでもお振込みいただけ
ます）

銀行振込 クレジットカード

Webサイトからクレジットカードで
ご寄付いただけます。こちらをク
リックしてください。

『ご寄付の流れ』
Step 1. BDTIの寄付金取扱規程にお目通しください。

Step 2. BDTI指定の寄付申込書にご記入いただき、ファックス (03-
6432-2338)、郵送、もしくはＰＤＦファイルを電子メール
(info@bdti.or.jp) にてご送付ください。

Step 3. 寄付金をお振り込みください。

Bank: MUFG Bank, Ltd. (Bank code: 0005)
Branch: Yoga Branch (Branch code: 762)
Account number: 0013593
Swift Code: BOTKJPJT
Bank Address: 2-24-5 Tamagawa, 
Setagaya-ku, Tokyo 158-0094 JAPAN

『そのほかのご支援の方法』
賛助会員となってBDTIの活動を支えてください
個人は年額15,000円で、法人は年額100,000円でどなたでもBDTIの研修やe-ラーニングを30％割引で受講ができます。ぜひ毎年の継
続的なご支援をお願いします。

GoToDataなどデータ・サービス購入してBDTIの活動を支えてください
「GoToData」は日本全上場企業の開示情報を簡単に効率よく閲覧・情報検索・データ利用できるプラットフォームです。

※ BDTIでは米国で所得控除対象となる寄付のシステムをご用意いたしております。こ
のシステムをご利用になりたい方は、info@bdti.or.jp までお問い合わせください。

※当法人は「特定公益増進法人」にあたるため、寄付をされると税法上の有利な扱い
を受けることができます。個人の場合、所得控除より更に有利な「税額控除」制度の扱
いを受けられます。

Visa もしくは MasterCard 
のみご使用いただけます。
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https://bdti.or.jp/ja/donate
http://bdti.or.jp/wp-content/uploads/2019/03/%E5%AF%84%E4%BB%98%E9%87%91%E5%8F%96%E6%89%B1%E8%A6%8F%E7%A8%8B-2019.03.19.pdf
https://bdti.or.jp/wp-content/uploads/2022/04/%E5%AF%84%E4%BB%98%E7%94%B3%E8%BE%BC%E6%9B%B8-2022.04.pdf
mailto:info@bdti.or.jp
https://bdti.or.jp/wp-content/uploads/2022/07/GoToDataSummary.pdf
mailto:info@bdti.or.jp
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/hojin/5283.htm
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2014年2月6日
日本経済再生本部（金融資本市場・企業統治改革グループ）・
金融調査会 合同会議

以下、一部抜粋

講師： ニコラス・ベネシュ
議題： 「コーポレート・ガバナンス・コード」について

info@bdti.or.jp

mailto:info@bdti.or.jp
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要約
 日本では、他国と比較し、ガバナンスに関する企業間の比較を

容易にするディスクロジャー・ルールが少ないため、スチュワード
シップなどのせっかくの制度が十分に機能せず、「絵に描いた餅
」になりかねない。

 多くの国に存在するコーポレート・ガバナンス・コード又は同様の
役割を果たす枠組みの役割は一定の仕組みや行動（プラクティ
ス）の義務付けではなく、企業各社に説明責任を果たさせること
で、ガバナンス体制およびプラクティスの情報開示を促す「従え、
さもなければ説明せよ（comply or explain）」原則が主流である。
日本でも会社法改正でこの原則を導入する。
 今がチャンス！

 政府が指示し、金融庁の指導・後ろ盾のもとで東京証券取引所
が主導してコーポレート・ガバナンス・コードが策定されれば、ス
チュワードシップ・コードが遥かに実効的になる。

→ 政治主導が不可欠！

2014年2月6日 日本経済再生本部（金融資本市場・企業統治改革グループ）・金融調査会 合同会議。
講師：ニコラス・ベネシュ

一部抜粋

info@bdti.or.jp

「
ガ
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り

mailto:info@bdti.or.jp
https://blog.bdti.or.jp/2016/04/02/cgcbirthnextj/


現在のESG情報開示が直面している大問題

① ESG投資などのために機械可読性に配慮した資料、
他の情報の統一化された開示が急務

② 企業開示情報はビッグデータだが、機械可読性が足
りないため、使われていないデータが沢山ある

③テキストも含め正規化された、PCで読みやすく、比
較しやすいデータがなければ、3800社の上場企業の

優れたESG分析は可能ではない。
（一か所からアクセスが出来れば、尚更いい。）

15info@bdti.or.jp
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役に立つESGの「ビッグデータ」とは何か？

mailto:info@bdti.or.jp
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Goal ~ 目指すところ

理想的な世界では、
開示資料すべての情報（テキストも数字も含む）は：

• カテゴリーが明確
• 統一化された開示項目
• 統一化された内容（最小限）＝企業間比較分析が可能
• 余計なコードなどがついていない
• RDB（関係性DB）に入れることの自動化が可能

これらが実現れば、低コストで誰でも簡単に情報収集し、
付加価値が高い分析ができるようになります。市場メカニ
ズム、価格形成、ガバナンスの効率化が図れます。



Big Dataはとんでもないほど大きい。
人間はデータの収集・正規化・分析できない(1)
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普通の有価証券報告書は
最低１００ページ以上

全ページ２００以上のデータ
アイテムがあります！

（テキスト・数字・時間など）

普通の
Big Data テーブル

１００＋ ページ有報

２００＋ データアイテム

３,７００＋ 上場会社

１０＋ 年度

2,960,000,000 以上のデータ

ポイント！今日も、ガンガン増
えています！

４＋ 四半期情報及び訂正



とんでもないほど大きい

１００＋ ページ有報

２００＋ データアイテム

３，７００＋ 上場会社

１０＋ 年度

2,960,000,000 以上データ

ポイント！今日も、ガンガン
増えているよ！

４＋ 四半期情報及び訂正



20info@bdti.or.jp

現代において、重要なオーディエンスは

人間ではなく「機械」

開示情報の量が増えれば、この現象は尚更加速する

機械可読性が益々重要になる!

 驚くほど低価格の情報収集・詳しいDB構築が可能
 より低いコストで、より多い投資家への提供が可能
 投資家はローコストで早く分析できる
 AIによる分析（テキスト分析も含む）が楽にできる
 データの即座アップデートの自動化（タイムリーに情報を入手）

人間だけで
出来ないこと。

付加価値が大
きい。

mailto:info@bdti.or.jp
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機械が情報を「読める」ためには、

①開示データ項目の標準化（基準）

②データの「フォーマット」の標準化

が不可欠。

mailto:info@bdti.or.jp
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人間が見る開示情報

と

機械が見る開示情報

mailto:info@bdti.or.jp


PDFの場合：人間にとってはとても綺麗に見える
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機械がどんなに頑張っても、このようなものに
しか見えない
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How we unlock our potentialFINANCIAL CAPITALWe exceeded our full year 
targets for revenue, cost and net profit,1 delivering a RoTE of 7.3 per cent 
and generating substantial organic capital. Our commitment to significantly 
increase shareholder returns without impacting our robust capital was 
reconfirmed. This performance is the blueprint for what our new target model 
can deliver in 2022 and beyond for the benefit of all our stakeholders.2021 
RESULTS€3.5bnet Profit ARoTE>€4.5bnNet
profit Ac.10%(2024)RoTE€3.75bnCET1RATIO≥€16bnshareholderB2021-
2024 distribution B15.03%12.5%-13%CET 1 Ratio (2024)A.Underlying net 
profit (i.e. stated net profit adjusted for non-operating items), adjusted for 
AT1, CASHES and DTA from tax loss carry forward 
contribution.B.Shareholder distribution subject to Annual General Meeting 
and Supervisory Authorities approval.



企業開示、簡単な例：議決権行使結果の臨時報告書
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PDFの場合は、人間にとって読みやすい：

議決権行使結報告書は3ページ
だけ。これは全体です。



企業開示、簡単な例：
議決権行使結果の臨時報告書
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XBRLの場合：

カバーページは OKAY!

重要なデータは一つずつの
XBRLタグがあります

一つのタグ



企業開示、簡単な例：
議決権行使結果の臨時報告書

27

PDFはきれいだが、XBRLファイルにはタグが足りない

２-３ページでは…タグ１: jpcrp-esr_cor:ReasonForFilingTextBlock



企業開示、簡単な例：
議決権行使結果の臨時報告書
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２-3ページ

二つのタグしかない！

タグ１: jpcrp-esr_cor:ReasonForFilingTextBlock

タグ２： ResolutionOfShareholdersMeetingTextBlock 

テキスト・数字・テーブ
ルのコード全部を把一
絡げに一つのXBRLタ
グに入れこんでいる！



企業開示、簡単な例：
議決権行使結果の臨時報告書
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例えばテーブルのデータにクローズアップすると、、、



期待する他のタグはありません

30

期待することは：
<ResolutionApprovalRate item=“1” sub=“1”>23034056</ResolutionApprovalRate>
<ResolutionApprovalRate item=“1” sub=“2”>23875548</ResolutionApprovalRate>

簡単な機械可読フォーマットにすべきだが、、、

XBRL：

HTML:



議決権行使報告書のフォーマットもXBRLの目的を
達成していない…（続き）
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XBRL：
<jpcrp-esr_cor:ResolutionOfShareholdersMeetingTextBlock contextRef="FilingDateInstant">

&lt;h4 class="smt_head3"&gt;(1) 本総会が開催された年月日&lt;/h4&gt;&lt;p class="smt_text3" style="orphans:0;widows:0;"&gt;2021年６月16日&lt;/p&gt;&lt;p class="smt_text6" style="orphans:0;widows:0;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;h4 
class="smt_head3"&gt;(2) 本総会における決議事項の内容&lt;/h4&gt;&lt;div class="tbld" style="margin-left:19pt;margin-right:0pt;margin-top:0pt;margin-bottom:0pt;"&gt;&lt;table cellspacing="0" cellpadding="0" style="border-
collapse:collapse;border:solid 0pt #000000;width:455.5pt;table-layout:fixed;"&gt;&lt;colgroup&gt;&lt;col style="width:61.5pt;min-width:61.5pt;"/&gt;&lt;col style="width:394pt;min-width:394pt;"/&gt;&lt;/colgroup&gt;&lt;tr style="height:12pt;min-
height:12pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:9.1pt;line-height:15pt;"&gt;第１号議案&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td 
valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:0pt;line-height:16pt;"&gt;取締役９名選任の件&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr 
style="height:0.8pt;min-height:0.8pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;line-height:15pt;font-
size:15pt;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;border-top-color:#a9a9a9;border-bottom-color:#a9a9a9;border-left-color:#a9a9a9;border-right-color:#a9a9a9;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" 
style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:13.6pt;line-height:16pt;"&gt;取締役として、内山田竹志、早川茂、豊田章男、小林耕士、James Kuffner、近健太、&lt;br/&gt;菅原郁郎、Sir Philip Craven、工藤禎子を選任する。
&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:12pt;min-height:12pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;line-height:15pt;"&gt;第２
号議案&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:13.6pt;line-height:16pt;"&gt;補欠監査役１名選任の件
&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:12pt;min-height:12pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;line-height:15pt;font-
size:15pt;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:3pt;line-height:16pt;"&gt;補欠監査役として、酒井竜
児を選任する。&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:12pt;min-height:12pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;line-
height:15pt;"&gt;第３号議案&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:3pt;line-height:16pt;"&gt;定款一部変更
の件&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:12pt;min-height:12pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;line-height:15pt;font-
size:15pt;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:13.6pt;margin-top:0pt;margin-bottom:0pt;text-
justify:inter-ideograph;text-indent:0pt;font-family:&amp;apos;ＭＳ明朝&amp;apos;;line-height:16pt;font-size:9pt;"&gt;2021年４月３日にＡＡ型種類株式のすべてを消却したことに伴い、関係条文を削除するほか所要の変更を行う。
&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;/table&gt;&lt;p style="clear:both; line-height:0.75pt; width:100%; font-size:0.75pt;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;/div&gt;&lt;p class="smt_text3" style="orphans:0;widows:0;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;p class="smt_text6" 
style="orphans:0;widows:0;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;h4 class="smt_head3" style="padding-left:29.3pt;padding-right:20.5pt;text-justify:inter-ideograph;text-indent:-20.3pt;"&gt;(3) 上記決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示にかかる議決権
の数、上記決議事項が可決されるための要件ならびに当該決議の結果&lt;/h4&gt;&lt;p class="smt_unitR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:0pt;line-height:16pt;"&gt;&lt;br/&gt;（会社提案） &lt;/p&gt;&lt;div class="tbld" style="text-
align:left;"&gt;&lt;table cellspacing="0" cellpadding="0" style="border-collapse:collapse;border:solid 0pt #000000;width:466.6pt;table-layout:fixed;" class="align_left"&gt;&lt;colgroup&gt;&lt;col style="width:99pt;min-width:99pt;"/&gt;&lt;col 
style="width:73.5pt;min-width:73.5pt;"/&gt;&lt;col style="width:73.5pt;min-width:73.5pt;"/&gt;&lt;col style="width:73.5pt;min-width:73.5pt;"/&gt;&lt;col style="width:73.5pt;min-width:73.5pt;"/&gt;&lt;col style="width:36.8pt;min-
width:36.8pt;"/&gt;&lt;col style="width:36.8pt;min-width:36.8pt;"/&gt;&lt;/colgroup&gt;&lt;tr style="height:13.5pt;min-height:13.5pt;"&gt;&lt;td valign="middle" rowspan="2" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-
width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;決議
事項&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" rowspan="2" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-
right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;賛成&lt;br/&gt;(個)&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" rowspan="2" style="vertical-align:middle;border-top-
style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" 
style="orphans:0;widows:0;"&gt;反対&lt;br/&gt;(個)&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" rowspan="2" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-
left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;棄権&lt;br/&gt;(個)&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" rowspan="2" 
style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-
width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;出席株主の&lt;br/&gt;議決権数&lt;br/&gt;（個）&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" colspan="2" style="vertical-align:middle;border-top-
style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" 
style="orphans:0;widows:0;"&gt;決議の結果&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:20.3pt;min-height:20.3pt;"&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-
style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;賛成比率（％）
&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-
style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;可否&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:22.5pt;min-height:22.5pt;"&gt;&lt;td valign="middle" colspan="7" 
style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-
width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" style="orphans:0;widows:0;"&gt;第１号議案&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:22.5pt;min-height:22.5pt;"&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-
style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" 
style="orphans:0;widows:0;"&gt; 内山田竹志&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-
left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:right;padding-left:0pt;padding-right:4.5pt;margin-top:0pt;margin-bottom:0pt;text-justify:inter-
ideograph;text-indent:0pt;font-family:&amp;apos;ＭＳ 明朝&amp;apos;;letter-spacing:0pt;line-height:10pt;font-size:9pt;"&gt;23,034,056&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-
width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" 
style="orphans:0;widows:0;"&gt;1,376,990&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-

    

HTML:
現実



現在のXBRLフォーマットは議決権行使の本来の目
的も達成していない… （続き）
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XBRL：
<jpcrp-esr_cor:ResolutionOfShareholdersMeetingTextBlock contextRef="FilingDateInstant">

&lt;h4 class="smt_head3"&gt;(1) 本総会が開催された年月日&lt;/h4&gt;&lt;p class="smt_text3" style="orphans:0;widows:0;"&gt;2021年６月16日&lt;/p&gt;&lt;p class="smt_text6" style="orphans:0;widows:0;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;h4 
class="smt_head3"&gt;(2) 本総会における決議事項の内容&lt;/h4&gt;&lt;div class="tbld" style="margin-left:19pt;margin-right:0pt;margin-top:0pt;margin-bottom:0pt;"&gt;&lt;table cellspacing="0" cellpadding="0" style="border-
collapse:collapse;border:solid 0pt #000000;width:455.5pt;table-layout:fixed;"&gt;&lt;colgroup&gt;&lt;col style="width:61.5pt;min-width:61.5pt;"/&gt;&lt;col style="width:394pt;min-width:394pt;"/&gt;&lt;/colgroup&gt;&lt;tr style="height:12pt;min-
height:12pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:9.1pt;line-height:15pt;"&gt;第１号議案&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td 
valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:0pt;line-height:16pt;"&gt;取締役９名選任の件&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr 
style="height:0.8pt;min-height:0.8pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;line-height:15pt;font-
size:15pt;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;border-top-color:#a9a9a9;border-bottom-color:#a9a9a9;border-left-color:#a9a9a9;border-right-color:#a9a9a9;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" 
style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:13.6pt;line-height:16pt;"&gt;取締役として、内山田竹志、早川茂、豊田章男、小林耕士、James Kuffner、近健太、&lt;br/&gt;菅原郁郎、Sir Philip Craven、工藤禎子を選任する。
&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:12pt;min-height:12pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;line-height:15pt;"&gt;第２
号議案&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:13.6pt;line-height:16pt;"&gt;補欠監査役１名選任の件
&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:12pt;min-height:12pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;line-height:15pt;font-
size:15pt;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:3pt;line-height:16pt;"&gt;補欠監査役として、酒井竜
児を選任する。&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:12pt;min-height:12pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;line-
height:15pt;"&gt;第３号議案&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:3pt;line-height:16pt;"&gt;定款一部変更
の件&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:12pt;min-height:12pt;"&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;line-height:15pt;font-
size:15pt;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="top" style="vertical-align:top;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:4pt;padding-right:13.6pt;margin-top:0pt;margin-bottom:0pt;text-
justify:inter-ideograph;text-indent:0pt;font-family:&amp;apos;ＭＳ明朝&amp;apos;;line-height:16pt;font-size:9pt;"&gt;2021年４月３日にＡＡ型種類株式のすべてを消却したことに伴い、関係条文を削除するほか所要の変更を行う。
&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;/table&gt;&lt;p style="clear:both; line-height:0.75pt; width:100%; font-size:0.75pt;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;/div&gt;&lt;p class="smt_text3" style="orphans:0;widows:0;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;p class="smt_text6" 
style="orphans:0;widows:0;"&gt; &lt;/p&gt;&lt;h4 class="smt_head3" style="padding-left:29.3pt;padding-right:20.5pt;text-justify:inter-ideograph;text-indent:-20.3pt;"&gt;(3) 上記決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示にかかる議決権
の数、上記決議事項が可決されるための要件ならびに当該決議の結果&lt;/h4&gt;&lt;p class="smt_unitR" style="orphans:0;widows:0;text-align:left;padding-left:0pt;line-height:16pt;"&gt;&lt;br/&gt;（会社提案） &lt;/p&gt;&lt;div class="tbld" style="text-
align:left;"&gt;&lt;table cellspacing="0" cellpadding="0" style="border-collapse:collapse;border:solid 0pt #000000;width:466.6pt;table-layout:fixed;" class="align_left"&gt;&lt;colgroup&gt;&lt;col style="width:99pt;min-width:99pt;"/&gt;&lt;col 
style="width:73.5pt;min-width:73.5pt;"/&gt;&lt;col style="width:73.5pt;min-width:73.5pt;"/&gt;&lt;col style="width:73.5pt;min-width:73.5pt;"/&gt;&lt;col style="width:73.5pt;min-width:73.5pt;"/&gt;&lt;col style="width:36.8pt;min-
width:36.8pt;"/&gt;&lt;col style="width:36.8pt;min-width:36.8pt;"/&gt;&lt;/colgroup&gt;&lt;tr style="height:13.5pt;min-height:13.5pt;"&gt;&lt;td valign="middle" rowspan="2" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-
width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;決議
事項&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" rowspan="2" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-
right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;賛成&lt;br/&gt;(個)&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" rowspan="2" style="vertical-align:middle;border-top-
style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" 
style="orphans:0;widows:0;"&gt;反対&lt;br/&gt;(個)&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" rowspan="2" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-
left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;棄権&lt;br/&gt;(個)&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" rowspan="2" 
style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-
width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;出席株主の&lt;br/&gt;議決権数&lt;br/&gt;（個）&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" colspan="2" style="vertical-align:middle;border-top-
style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" 
style="orphans:0;widows:0;"&gt;決議の結果&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:20.3pt;min-height:20.3pt;"&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-
style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;賛成比率（％）
&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-
style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblC" style="orphans:0;widows:0;"&gt;可否&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:22.5pt;min-height:22.5pt;"&gt;&lt;td valign="middle" colspan="7" 
style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-
width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" style="orphans:0;widows:0;"&gt;第１号議案&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;/tr&gt;&lt;tr style="height:22.5pt;min-height:22.5pt;"&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-
style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblL" 
style="orphans:0;widows:0;"&gt; 内山田竹志&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-
left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" style="orphans:0;widows:0;text-align:right;padding-left:0pt;padding-right:4.5pt;margin-top:0pt;margin-bottom:0pt;text-justify:inter-
ideograph;text-indent:0pt;font-family:&amp;apos;ＭＳ 明朝&amp;apos;;letter-spacing:0pt;line-height:10pt;font-size:9pt;"&gt;23,034,056&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-
width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-left-width:0.75pt;border-right-style:solid;border-right-width:0.75pt;overflow:hidden;"&gt;&lt;p class="smt_tblR" 
style="orphans:0;widows:0;"&gt;1,376,990&lt;/p&gt;&lt;/td&gt;&lt;td valign="middle" style="vertical-align:middle;border-top-style:solid;border-top-width:0.75pt;border-bottom-style:solid;border-bottom-width:0.75pt;border-left-style:solid;border-

    

HTML:

ここだ！

現実



報告書には同じようなデータが必要ですが、フォー
マットは会社によって全く違う（統一化が全然はかられていない）
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フォーマット数：
３０＋

（バリエーション：２００＋！）

info@bdti.or.jp

mailto:info@bdti.or.jp


有価証券報告書の例：「役員報酬等」セクション
人間の目では読みやすいが、、

34



、、、機械が見るのはXBRLタグがない、従わなけ
ればならないHTMLコードがごちゃ混ぜ
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フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（１）
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フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（2）
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フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（3）
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フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（4）
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フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（5）
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フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（6）
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フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（7）
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フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（8）
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フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（9）



45

フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（10）
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フォーマットは標準化されていないので、各社違うコード。特に、
テーブルの重要なデータを収集して正規化するのが最も大変である（11）



テキスト内容とフォーマットをより標準化すれば、「必須開示情報」と「特有
情報」のテキストブロックを作れる（上は必須情報、下は特有情報・追加説明）
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（４）【役員の報酬等】
S
取締役の報酬制度のサマリー
当社はグローバルな事業展開を支える国際人材を惹きつける報酬ミックスと報酬レベルをめざします。①固定報酬は各国における同企業規模、外部の客観的データを参照しつつ
、担っている職務・職責に応じた適切な水準で設定し、毎月支給します。②業績連動賞与は、短期インセンティブとして単年度の成果に対する金銭報酬とし、当社グループの当該事
業年度の業績確定後に年１回支給します。業績連動賞与は、短期インセンティブとして単年度の成果に対する金銭報酬とし、当社グループの当該事業年度の業績確定後に年１回
支給します。単年度事業計画および中期経営計画の税前当期利益目標を参照して目標値を定め、目標値を達成した場合に基準額を支給し、目標値の達成率に応じて次のとおり
支給額を変動させます。（達成率80％以下：基準額の0％、達成率120％以上：基準額の140％、達成率80 ％～140％：基準額の０～140％の間で変動)③株式報酬については、譲
渡制限付株式（RS）を付与します。RSは下記に記載した手続きで定めた価値の株式を毎事業年度交付します。原則として在任中は保有を義務付け、譲渡制限は役員退任時に解
除することとします。④ 社外取締役および監査役については、その役割や独立性を考慮し、固定報酬（金銭報酬）を支給します。⑤取締役および監査役の個人別報酬については、

取締役会の諮問に基づき、人事諮問委員会が審議し、取締役会に提案します。取締役会は、人事諮問委員会からの提案について審議し、報酬を決定します。⑥等関係法令また
は社内規程違反等一定の事由が生じた場合に、取締役会の決議により報酬につき将来分の減額
または過去分の返還をさせることがあります。

方針および算定方法の決定についての詳細

当社の場合には ＸＸＸＸＸ （詳細説明） ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

固定報酬 中期的変動報酬（＜3 年） 中期的インセンティブ （＝＞３年）

合計 任数 現金 株式 変動報酬
（現金）

ストック
オプション

他の株価等連
動報酬

その他の業績連
動報酬

他の株価等連
動報酬

ストック
オプション

その他の業績連
動報酬 退職金 その他の報

酬

業務執行取締役 700 4 200 0 100 0 100 300 0 0 0 0
非業務執行取締役
（社外取締役でない者） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社外取締役
（監査等員でない者） 75 6 60 0 15 0 0 0 0 0 0 0

社外監査等員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監査等員
（社外監査等委員でない者） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社外監査役 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
監査役
（社外監査役でない者） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

取締役でない執行役 600 11 200 0 150 0 0 0 250 0 0 0 0

XBRLタグ（各々の数字にも独自のタグ）



テーブルのフォーマットを標準化し、XBRLタグを数字につけることによって、
機械が楽にテーブルを読み取り、データマイニングが簡単になる！
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（４）【役員の報酬等】
S
取締役の報酬制度のサマリー
当社はグローバルな事業展開を支える国際人材を惹きつける報酬ミックスと報酬レベルをめざします。①固定報酬は各国における同企業規模、外部の客観的データを参照しつつ
、担っている職務・職責に応じた適切な水準で設定し、毎月支給します。②業績連動賞与は、短期インセンティブとして単年度の成果に対する金銭報酬とし、当社グループの当該事
業年度の業績確定後に年１回支給します。業績連動賞与は、短期インセンティブとして単年度の成果に対する金銭報酬とし、当社グループの当該事業年度の業績確定後に年１回
支給します。単年度事業計画および中期経営計画の税前当期利益目標を参照して目標値を定め、目標値を達成した場合に基準額を支給し、目標値の達成率に応じて次のとおり
支給額を変動させます。（達成率80％以下：基準額の0％、達成率120％以上：基準額の140％、達成率80 ％～140％：基準額の０～140％の間で変動)③株式報酬については、譲
渡制限付株式（RS）を付与します。RSは下記に記載した手続きで定めた価値の株式を毎事業年度交付します。原則として在任中は保有を義務付け、譲渡制限は役員退任時に解
除することとします。④ 社外取締役および監査役については、その役割や独立性を考慮し、固定報酬（金銭報酬）を支給します。⑤取締役および監査役の個人別報酬については、

取締役会の諮問に基づき、人事諮問委員会が審議し、取締役会に提案します。取締役会は、人事諮問委員会からの提案について審議し、報酬を決定します。⑥等関係法令また
は社内規程違反等一定の事由が生じた場合に、取締役会の決議により報酬につき将来分の減額
または過去分の返還をさせることがあります。

方針および算定方法の決定についての詳細

当社の場合には ＸＸＸＸＸ （詳細説明） ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

固定報酬 中期的変動報酬（＜3 年） 中期的インセンティブ （＝＞３年）

合計 任数 現金 株式 変動報酬
（現金）

ストック
オプション

他の株価等連
動報酬

その他の業績連
動報酬

他の株価等連
動報酬

ストック
オプション

その他の業績連
動報酬 退職金 その他の報

酬

業務執行取締役 700 4 200 0 100 0 100 300 0 0 0 0
非業務執行取締役
（社外取締役でない者） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社外取締役
（監査等員でない者） 75 6 60 0 15 0 0 0 0 0 0 0

社外監査等員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監査等員
（社外監査等委員でない者） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

社外監査役 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
監査役
（社外監査役でない者） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

取締役でない執行役 600 11 200 0 150 0 0 0 250 0 0 0 0

XBRLタグ（各々の数字にも独自のタグ）

決まった項目のスタンダードテーブル



BDTIは網羅的なデータベースを作ったが、テーブル等
のフォーマット標準化が実現されれば、より細かいデータ
の収集が可能となる

01

02

03

04

有価証券報告書（テキストデータも）

>3,500 TSE1, TSE2, JASDAQ & 
MOTHERS 企業のデータ

財務データ

議決権行使結果データ

Context

目的: 統計分析およびAIの手法を
使って 企業の業績とガバナンス・プ
ラクティスの相関関係を分析する。

コーポレートガバナンス報告書

nbenes@bdti.or.jp

関係性データベース

AIによるデータ収集・分析の自動化
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以上は日本だけの問題ではない！

頑張れば、日本はこうした分野で

世界のリーダーになれる可能性がある

mailto:info@bdti.or.jp
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「担当当局」 開示資料 （一部）重複する資料
機械可読性の度合い：

フォーマット統一化によってデータ
収集・正規化のしやすさ

金融庁（金商法） 有価証券報告書 事業報告書と重複

殆どの企業が総会後提出

XBRL：優れている面あるが、
タクソノミの詳細化、フォーマット統
一化、エンフォースメントなどを

もっと図るべき

法務省 （会社法） 事業報告書など 有価証券報告書と

重複するが、総会前の情
報として足りない面あり

XBRLなし
フォーマット統一化なし。総会前に
提出される有報と統合すべき

東京証券取引所 コーポレート
ガバナンス報告書

有価証券報告書、事業
報告書の一部

僅かの問題を除き、
XBRLの優等生

ISSBが策定中の
①サスティナビリティ・

レポート基準

②気象関連情報
レポート基準

今は、統合報告書・
サスティナビリティ報告書

フォーマット統一化なし、
機械不可読

の世界（PDF）

将来を見据えれば、有報
の開示情報と重複内容が

増えるであろう

有報とISSBレポート

の基本フォーマットは同じ
であれば利便性が高い

ISSBはXBRLタクソノミを作っ
て、その使用を促す

恐らく多くの企業はESEF系
のiXBRLフォーマットを使う
ESEF: European Single Electronic Format 

（後ほど説明いたします）

[ 環境省は情報提供
を促している ] 環境報書

統合報告書及びISSBと重
複する内容が多いはず

XBRLなし
トッピクの「ガイダンス」

日本の企業開示情報の複雑性、機械可読性の度合い

??



CGレポートは三つの直しやすい問題以外は、XBRLの使い方は優
れている。（問題： 「順守しない原則」 、「コードの各原則に基づく開示」、「相談役」）
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JPX/TSEのXBRL使い方の悪い例
（いわゆる「開示項目」）TSEのXBRL使い方の総じて良い例

【原則1-4】

【原則1-7】

【原則5-2】

✖
11～違う項目を分類化せずに、十把一絡げ に一つの
XBRLタグに入れこんでいる。「機械不可読」のやり方。
テキスト内の表示の仕方についての標準化さえない。

【原則1-4】 【原則1-7 【原則3-1】(i) 【原則3-1】【原則3-1】(ii)【原則
3-1】(iii)【原則3-1】(iv)【原則3-1】(v)【補充原則4-1① 【原則4-9】 【
補充原則4-11①】【原則3-1】(iv)【補充原則4-11②】 【補充原則4-11
③】【補充原則4-14② 【原則5-1】 【原則5-2】 約11,000文字

〇

info@bdti.or.jp

どうして各「順守しない原則」に独自のタグがない？

mailto:info@bdti.or.jp


開示資料によって、日本のXBRLなどの使い方は
優れている面が沢山あります

利点（例えば、有価証券報告書の場合）

 標準的タクソノミがあり、継続的に詳細化されている

 財務諸表の数字だけではなく、他の内容もタクソノミの対象

 セクションのテキストブロックXBRLタグがある

 概して、日本企業はタクソノミを正しく使っている

弱点
 タクソノミの検証（エンフォースメント）基準は公開されていない

 従ってユーザーは自社で検証（validation）が100%できない

 XBRL Specification1.1ではなくXBRL1.0をベース としているので、

機械可読・データマイニングに有効な様々な機能が追加できないと
言われている
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最新情報：EDINETは「XBRLからCSVへの変換ツール」の利便
性を向上して、テキストマイニングをある程度やりやすくする

 「変換ツール」は、EDINETにXBRL形式で提出された書類データを
利用者のパソコン上でCSV形式のファイルに変換する

 利点
 CSVファイルを、EDINETの閲覧画面からのダウンロードを可能とする

 利便性の向上を図って、ダウンロードされるEDINETのCSVファイルではHTMLタ
グ・コードを除去するので、よりテキストマイニングに向いている情報が入手できる

 CSVファイルは将来的にEDINET APIでも取得可能となる

 弱点
 HTMLタグ・コードを除去するので、ラインやパラ・ブレイクが見えなくなる

 その場合、ダウンロードされたテキストブロックの文書は一つの塊になる

 テーブルには機能せず、その内容は誰も読めない混ぜこぜになる

 現在EDINETの開示資料が使用しているInline XBRL１.0 Specでは、テキストの
splitting又はrelationship linksなど簡単にできないと言われている
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最新ニュース！

mailto:info@bdti.or.jp


いずれInline XBRL1.1に移行しなければならないであろう。他国と
統一化を図るなら、ESEF＊に近い開示資料フォーマットになる

 ＰＤＦに見える、XBRLタグを埋め込んだ開示資料。ブラウザーでは
PDFと同じように見えるが、「iXBRL」ファイルです。

 利点 見た目がきれい。人間は画像やテーブルなどがPDFと同じように見える

 Excelでテーブルを作って、アップし、簡単に細かいタグをつけられるプロセスによって、
タクソノミに従っていれば、機械がテーブル情報などを簡単に読める

 ヨーロッパの企業は恐らくISSBのレポートにはESEF系のフォーマットを使う

 テキストブロックの内容は混ぜこぜになるが、「nesting」「split」、注記の「relationship 
link」などがでより簡単にできるので、ビッグデータ分析（特にテキス分析）に向いている

 日本は1.1に移行した場合、タクソノミを変更する必要がない、という理解です

 弱点 日本のソフトウェア業者にとって、移行作業負担？（今のエンジンは1.1対応？）

（しかし、多くの日本企業はISSBのレポートに「ESEF系のiXBRLフォーマット」を使うで
あろうため、企業は早く慣れると予想する）
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＊ESEF: European Single Electronic Format. 殆どの場合、ESMAのタクソノミを
使うが、iXBRLのフィアルパッケージはどんなタクソノミでも使えます。

mailto:info@bdti.or.jp
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Inline XBRL 1.1 Spec.をベースとする

iXBRLを使用する例：

ESEFレポートのフォーマット

mailto:info@bdti.or.jp


恐らくヨーロッパの企業の殆どはESEF系のフォーマット
をISSBのレポートに使用 （以下は、IFRSのウェビナーより）
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”IFRS Sustainability Disclosure Standards - Developing a reporting Taxonomy”
(Staff Request for Feedback on IFRS Sustainability Taxonomy), IFRS Foundation webinar, 2022年9月16日
https://www.youtube.com/watch?v=f3yiERohO2k 。

ESEF

の
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
想
定
し
て
い
る

iXBRLフォーマット

mailto:info@bdti.or.jp
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iXBRLフォーマットへの説明 （素人から）

 ウエブ・ブラウザーPDFに見えるよう、WordファイルをｘHTMLに変換する

 ファイルにXBRLタグを付ければ、iXBRL フォーマットになる

 ヨーロッパの場合、企業の「有報」に相当するファイルをPDF以外のフォーマット

でダウンロードまたはブラウザーでビューできる（https://filings.xbrl.org/）
 監査法人はデータとフォーマットの両方を利便性高く検証できる (validation)
 当局がタクソノミなどの検証対象にする国＊もある＝エンフォースメント

 大体その国では検証（エンフォースメント）基準は公開されている

 詳細説明が必要である特有の情報の場合には、そのためのタグ付きのテキスト

ブロックなどを企業がより簡単にタクソノミに追加し、紐付けることが可能

 テーブルは簡単にエクセルで作成し、アップロードできる

 テーブルなどの個々の数字にタグがつく。エクセル・DBにダウンロードしやすい
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＊例： UK, Belgium, Netherlands, France. 監査法人による 内容・数値両方についてvalidation（承認）は
UK以外に、殆どの国では必須である。

https://filings.xbrl.org/
mailto:info@bdti.or.jp


iXBRLフォーマットの例（ESEFの場合）
見た目、説明・注記・関係性、分離・ネスティングなど
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PCのブラウザ
ー（viewer）で
PDFと同じよう
に見える

PDF版も作れる

mailto:info@bdti.or.jp


iXBRLフォーマットの例（ESEFの場合）
見た目、説明・注記・関係性、分離・ネスティングなど
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PCのブラウザ
ー（viewer）で
PDFと同じよう
に見える

PDF版も作れる

mailto:info@bdti.or.jp


iXBRLフォーマットの例（ESEFの場合）
見た目、説明・注記・関係性、分離・ネスティングなど
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PCのブラウザー（viewer）
でPDFと同じように見える

PDF版も作れる

mailto:info@bdti.or.jp


iXBRLフォーマットの例（ESEFの場合）
見た目、説明・注記・関係性、分離・ネスティングなど
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XBRLタグが埋め
込まれている

ブラウザー（”viewer”)で説明が読める

mailto:info@bdti.or.jp


iXBRLフォーマットの例 （ESEFの場合）
見た目、説明、注記・関係性、分離・ネスティングなど
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2022年から
ESMAは注記

のタグを必須
にした。
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iXBRLフォーマットの利点の例（ESEFの場合）
見た目、説明、注記・関係性、分離・ネスティングなど
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A + B =
一つの
テキスト・
ブロック

A

C
Bはそのテキストブロ
ックから除かれている

Splitting
（分離）
の例
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iXBRLフォーマットの例（ESEFの場合）

見た目、説明、注記・関係性、分離・ネスティングなど
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Disclosure of significant accounting 
policies [text block]

Disclosure of accounting judgements and 
estimates [text block]

Description of accounting policy for fair 
value measurement [text block]

Description of accounting policy for 
impairment of non-financial assets [text 
block]

Description of accounting policy for 
intangible assets other than goodwill [text 
block]

Description of accounting policy for 
measuring inventories [text block]

Description of accounting policy for trade 
and other receivables [text block]

Description of accounting policy for 
deferred income tax [text block]

テキスト・ブロックの中
の数字等にもタグを付
けられる

2022年から
ESMAは注記

のタグを必須
にした。

mailto:info@bdti.or.jp


いずれの方法でも政府/当局が標準化においてイニ
シアチブを取れば、機械可読性を向上できる

 現行の制度でもできることがある

 先ほどの「役員報酬等」の例と同じように、別々なタグを用いて（１）比較分析のた
めに統一化が望ましい「XXXの基本情報」と（２）各企業がさらに詳しく説明すべき
と判断した「XXXの詳細情報」、など開示を分ける

 サブセクションのヘディングの統一化を徹底的に求める

 誰でも（個人でも）、企業のBS・PL・C/Fデータ全てを簡単にダウンロードできる
「CSVへの変換ツール」

 Inline XBRL 1.0 Spec. の説明・注記、分離、ネスティングなどの限界にチャレンジ

 背景：日本は2008年には、一気に（一年間に）3,000社に対してXBRL報告書を求

めた。とても珍しい例である。機械可読を配慮する開示のためのフォーマット改革
は日本はできる！

 コツは、（１）データ・エンジニアに早めに参加してもらうこと
（２）「他国から何を見習えるか？」の姿勢
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予想する将来の展開（第一段階）

 今現在、ISSB開示のXBRLタクソノミは設計中である

 恐らく、ヨーロッパの企業はESEFのようなiXBRLフォーマットを
使用し、ISSBレポートおよび統合報告書を発行するであろう

 投資家が臨むため、日本の一流企業も同じようなフォーマットを
使うであろう

 毎年、金融庁は有価証券報告書にESG関連の情報開示をもっ

と求めるであろう。この傾向は既に始まっている。有報にある開
示情報のため、信頼性の高い情報となる
 将来は情報によってISSBタクソノミと似たタグになる？

 いずれにしても、1.1では、複数のiXBRL資料が構成する一つの資料（XBRLパッ
ケージ）を作ることが可能である
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ご参照： 「本年６月に公表された金融審議会ディスクロージャーワーキング・グループ報告（以下「WG報告」）において、「サス

テナビリティに関する企業の取組みの開示」、「コーポレートガバナンスに関する開示」などに関して、制度整備を行うべきとの
提言がなされました。 」 https://www.fsa.go.jp/news/r4/sonota/20221107/20221107.html 。

mailto:info@bdti.or.jp
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予想する将来の展開（第二段階）

 日本の大手企業はiXBRLを使うようになれば、金融庁はEDINET
にiXBRL資料を提出する選択肢を用意するであろう
 当局はコンバージェンスを視野に入れれば、企業が受ける複数のフォーマット・形式に

対応する負担が減る

 いつか当局はEDINETをInline XBRL1.1Spec.に移行する

 当局は検証基準を公開するので、事前の企業・監査法人による検
証が楽になる

 監査法人は書面のレポートだけではなく、電子のレポートも検証・
承認する

 統合報告書が必要でなくなる時代がくるのでは？
 企業のパーパス、価値創造の仕組み、社会責任に関する方針・活動、関連する情報

などを簡潔に有価証券報告書等に開示する時代が到来するであろう
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ご参照： 「本年６月に公表された金融審議会ディスクロージャーワーキング・グループ報告（以下「WG報告」）において、「サス

テナビリティに関する企業の取組みの開示」、「コーポレートガバナンスに関する開示」などに関して、制度整備を行うべきとの
提言がなされました。 」 https://www.fsa.go.jp/news/r4/sonota/20221107/20221107.html 。
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TwitterFacebook YouTube
こちらを
クリック

BDTIの
ウェブサイト
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